
鯖
江
藩
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
付

竹

内

は
じ
め
に

13 

徳
川
幕
府
に
よ
る
参
勤
交
代
制
度
の
確
立
に
よ
っ

て
、
諸
大
名
は
江
戸
に
屋
敷
地
を
拝
領
し
、
大
名
屋

敷
を
造
営
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

大
名
屋
敷
の
種
類
に
は
「
上
屋
敷
」
・
「
中
屋
敷
」

の
ほ
か
、
郊
外
に
置
か
れ
た
「
下
屋
敷
」
や
「
蔵
屋

敷
」
が
造
ら
れ
、
大
名
が
独
自
に
確
保
す
る
「
抱
屋

敷
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
大
名
家
の
江
戸
屋
敷
は
、
大

名
の
格
付
等
に
よ
っ
て
屋
敷
の
規
模
に
も
相
違
が
み

ら
れ
た
。
江
戸
屋
敷
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
元
文
三

年
(
一
七
三
人
)
の
幕
府
の
高
坪
規
定
で
は
一
万
か

ら
二
万
石
で
二
五
O
O
坪
、
五
万
か
ら
六
万
石
で
五

0
0
0
坪
、
一

O
万
石
か
ら
一
五
万
石
で
七
0
0
0

坪
と
い
っ
た
一
応
の
基
準
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は

相
対
替
、
囲
い
込
み
な
ど
を
繰
り
返
し
、
広
大
な
屋

敷
を
持
つ
大
名
も
み
ら
れ
も
こ
の
こ
と
つ
い
て
具

竹
内

鯖
江
落
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
付

夫

体
的
に
み
て
お
く
と
、
幕
末
の
数
字
で
あ
る
が
上
屋

敷
で
最
も
大
き
い
の
は
、
加
賀
藩
の
本
郷
邸
一

O
万

三
八
二
二
坪
(
富
山
・
大
聖
寺
両
藩
へ
の
貸
地
を
含

む
)
、
次
い
で
水
戸
藩
の
小
石
川
邸
一
O
万
一
八
一
一
一
一

坪
で
あ
り
、
種
類
を
問
わ
ず
最
大
の
も
の
は
、
加
賀

藩
の
下
屋
敷
板
橋
平
尾
邸
の
一
二
万
七
九
三
五
坪
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
大
名
屋
敷
に
関
し
て
は
、
文
献

史
料
や
絵
図
面
が
あ
る
藩
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
、

最
近
の
い
わ
ゆ
る
近
世
考
古
学
の
観
点
か
ら
大
名
屋

敷
の
復
元
的
研
究
が
行
わ
れ
、
江
戸
屋
敷
で
の
生
活

な
ど
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
弘

と
こ
ろ
で
、
諸
藩
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
『
東

京
市
史
考
』
(
市
街
編
)
に
「
江
戸
藩
邸
沿
革
」
と
し

①
 

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
諸
藩
の
約
三

分
の
二
に
過
ぎ
な
い
が
、
さ
い
わ
い
鯖
江
藩
の
江
戸

屋
敷
の
変
遷
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
ま

ず
は
体
裁
が
整
い
、
鯖
江
藩
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
知
る
上
で
は
基
本
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
こ
の
「
東
京
市
史
考
』
「
江
戸
藩
邸
沿

革
」
(
以
下
「
江
戸
藩
邸
沿
革
」
と
記
す
)
を
中
心
に
、

鯖
江
藩
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
歴
史
的
変
遷
と
そ
れ

ぞ
れ
の
屋
敷
に
つ
い
て
整
理
と
考
察
を
す
す
め
た
も

の
で
あ
る
。

一
鯖
江
藩
江
戸
屋
敷
の
歴
史
的
変
遷

表
一
は
鯖
江
藩
江
戸
屋
敷
の
歴
史
的
変
遷
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、
屋
敷
を
上
屋
敷
、
中

屋
敷
、
下
屋
敷
の
順
に
所
在
地
、
坪
数
、
取
得
の
方

法
、
そ
の
後
の
経
過
な
ど
を
編
年
的
に
示
し
た
。
出

血
〈
は
「
江
戸
藩
邸
沿
革
」
や
「
間
部
家
也
、
「
亨

⑤
 

浄
院
様
御
実
録
」
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
間
部
家
が
屋
敷
を
取
得
す
る
宝
、
水
・
正
徳

期
に
鯖
江
藩
は
成
立
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
期
の

間
部
家
の
屋
敷
を
「
鯖
江
藩
の
江
戸
屋
敷
」
と
し
て

考
え
る
こ
と
に
対
し
て
異
論
が
で
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
間
部
家
は
鯖
江
藩
主
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
か
ら
一
連
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に

し
た
。
ま
た
、
江
戸
屋
敷
の
取
得
年
月
日
や
坪
数
が

史
料
に
よ
り
異
な
る
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
「
間
部
家
丈
島
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年

月
日
な
ど
を
参
考
に
し
た
が
、
と
く
に
そ
の
旨
を
注

記
し
て
い
な
い
。
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
は
じ
め
に

お
断
り
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

(
一
)
上
屋
敷

そ
れ
で
は
上
屋
敷
の
方
か
ら
述
べ
て
お
く
。
鯖
江

藩
主
(
初
代
)
と
な
っ
た
間
部
詮
言
の
養
父
(
実
兄
)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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鯖江藩江戸屋敷の変遷表

中慶敷

表1

若
越
郷
土
研
究

下屋敷

2/5下屋敷拝領
2/29拝領「青山奇人町

(5C口口坪)

四
十
七
巻
一
号

上屋敷
宝永元年(17口4) 112/11拝領馬?盆白血j

青山備前子王可雇薮宿泊5坪)

守泉nμ 

寸
i
志
水
内
1

、ノ

一
下
一
同
坪

一
九
平

ω

z
u
d
-
j
η
4
 

場
一
件
領
牡

I
l
i
-
-
l
l
v
一守。

馬

若

手

比

布

領

濃

敷

l
伊
M
U
備

拝

信

屋

領

平

制

性

地

藤

り

拝

松

防

相

添

安

上

5

1

5

 

?

ム

/

ノ

1
4

ノ
/

T

4

/

/

R

d

T

ょ

っ

iu

m

m

 

ヴ

'

ウ

4

年

年

q
u

弓，

4年(1707)

5年 (17口8)

ν2武百貢ず笹 |下令ー長J町|
松平三四郎よ t屋敷を早る

(6200T1') 

+ 1/4相対替揺町(酒井与九郎森川金右南門岡屋敷 (3257.坪)を得、
下谷長者町は酒井森川へ渡す。但、 3257坪、引料250両x2)。

古L一一
4/27添地拝領同民町 I
牧野備後守上り顎14765坪) 1 

2/3相対替lこl-DI IlI D~á 1 
萩原近江守上り屋敷を得

(6434坪)

1/ 下谷長者町が上地

正徳2年(1712)

4年(1714)

5年(1715)

享保元年(1716)

|品大#按頭1(16681坪)
壬碍松平陸奥守へ
16681坪を渡す

5/12関口目白が上地
守 |

4/26切坪上地(浜町i岳地の内)
13∞坪を間部隠岐守へ渡す

↓ 
8/4相対替により1ft々 木 12卯0坪
を得、加納i江守へ34凹坪
(浜町添地の内〕を渡す

L 
5/ 切坪上地安中藩(板
倉家)へ3374坪を渡す

2/2拝領|三田4止川
毛利飛騨守上り屋敷

(6572坪)

2年 (1717)

6年 (1721)

9年 (1724)

医互ヨヨ 29∞坪
15年(1730)

元文2年 (1737)

延享3年(1746)

11/21相対替|四谷角筈， 1 
4200坪を得西尾監岐守
へ3370坪を渡す

12/18相対替りド芝一丁目
<ibUC坪E得中民大
隅守へ29羽坪を度す

11/16本芝丁目が上地

3/14拝領|浜岡JI
牧野備前守下屋敷

2000坪

地

ー
ー
よ浜/〆

明治(年月日不詳)
四谷角筈が上地

天保岬(1840) 11117悲主霧事審側坪)
6/5拝領卜辰之に川
太田新天蔀主万雇敷 400(坪)

7/16拝領|西丸寸什
井上河匪王互画i印刷

久世大解明産駒65C坪)

嘉永7年(1854) 1 

安政2年(1855) 1 

5年(1858) 17/6拝領|酋丸下1
松平伊賀寺主万産敷(8353坪)

元延元年(1860) 1閏3/3拝領|合ト桜田|
久世大和芋主可雇薮(4382坪)

元治元年(1864) 1 

2年(1865) 13/1拝領国主盤盟通」
水野出羽守屋敷 5814坪)

叩直古田14坪)

玄暦元年(1751)

12年(1841)

14年(1843)

明治3年(1870)
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の
間
部
詮
房
が
江
戸
で
は
じ
め
て
屋
敷
を
拝
領
し
た

の
は
、
宝
永
元
年
(
一
七
O
四
)
で
あ
る
。
「
間
部

家
謹
巴
に宝
永
元
年
甲
申
年
十
一
月
五
日
、
文
昭
院
様

西
丸
御
移
徒
ノ
供
奉
ニ
列
ス
。
同
年
十
二
月

九
日
、
御
堂
回
院
番
頭
格
仰
付
ラ
レ
、
御
役
料

千
俵
下
シ
置
ル
。
従
五
位
下
ニ
叙
シ
越
前
守

容
u
?
糸

JJMfzl項
乙
.
移

15 

智

竹
内

品
川

鯖
江
落
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
什

ト
改
ム
、
同
年
同
月
十
一
日
、
馬
場
先
御
門

内
青
山
備
前
守
上
リ
屋
鋪
拝
領

と
あ
る
よ
う
に
、
文
昭
院
(
徳
川
家
宜
)
が
将
軍
継

嗣
と
し
て
江
戸
城
西
丸
に
入
る
と
、
そ
の
臣
で
あ
る

詮
一
房
も
奥
番
頭
(
書
院
番
頭
格
)
と
な
り
従
五
位
下

・
越
前
守
の
叙
任
を
受
け
、
十
二
月
十
一
日
、
「
馬

場
先
門
内
」
で
屋
敷
を
拝
領
し
た
の
で
あ
る
。
馬
場

杭F

~ 

格均;I年寄己針

(図 1)宝永元年12月拝領馬場先御門内屋敷位置図

(i御府内往還其外沿革図書J)

先
門
は
、
江
戸
城
城
門
お
よ
び
見
附
の
一
つ
で
、
こ

の
一
帯
に
は
老
中
、
若
年
寄
在
職
中
の
大
名
の
役
宅

(
御
用
屋
敷
)
が
立
ち
並
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
詮

房
は
そ
の
馬
場
先
門
内
に
お
い
て
屋
敷
(
一
ヱ
ハ
一
五

坪
)
を
拝
領
し
た
の
で
あ
る
(
図
一
)
0
0

宝
永
三
年
(
一
七
O
六
)
一
月
、
詮
房
は
若
年
寄

格
、
老
中
次
格
と
な
り
、
大
名
(
高
一
万
石
)
に
取

り
立
て
ら
れ
、
同
三
年
五
月
に
は
同
じ
馬
場
先
門
内

で
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
る
。
同
年
十
一
月
に
は
馬
場

先
門
内
を
返
上
、
つ
ま
り
上
地
と
な
り
「
西
丸
下
」

で
添
地
(
三
二
五
四
坪
)
を
拝
領
し
て
い
る
。
さ
ら

に
同
七
年
三
月
に
は
「
間
部
越
前
守
居
屋
敷
差
狭
リ

岳

候
ニ
付
、
添
地
被
下
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
西
丸

下
」
で
三
二
O
O
坪
余
を
添
地
と
し
て
拝
領
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
城
近
く
の
馬
場
先
門
内
や
西

丸
下
で
屋
敷
を
拝
領
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
詮
房
の

幕
開
に
お
け
る
め
ざ
ま
し
い
活
躍
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
相
違
な
い
も
の
と
考
え
る
。

さ
て
、
間
部
家
の
西
丸
下
の
屋
敷
は
享
保
二
年
(
一

七
一
七
)
二
月
に
上
地
と
な
り
、
そ
の
代
地
と
し
て

「
三
田
小
山
」
に
屋
敷
が
与
え
ら
れ
た
。
「
従
江
戸

⑨
 

到
来
御
用
状
」
に
よ
る
と
、

一
筆
申
入
候
、
昨
朔
日
御
老
中
様
御
連
名
之

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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四
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御
奉
書
を
以
、
今
日
殿
様
被
為
召
就
御
用
御

上
屋
敷
被
召
上
、
於
芝
毛
利
飛
騨
守
様
上
リ

屋
敷
御
拝
領
被
遊
候
、
坪
数
六
千
五
百
坪
余

御
本
家
・
御
長
屋
共
ニ
結
構
ニ
有
之
由
ニ
候

と
あ
る
。
こ
の
屋
敷
は
徳
山
藩
毛
利
元
次
の
屋
敷

で
、
坪
数
は
六
五
七
二
坪
で
あ
つ
ら
こ
の
よ
う

に
、
詮
房
が
三
回
に
屋
敷
を
拝
領
し
た
享
保
二
年
と

い
う
年
は
詮
房
に
と
っ
て
特
別
意
味
の
あ
る
年
で
あ

っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
詮
一
房
は
家
宣
の
将
軍
職
襲

継
と
と
も
に
、
老
中
格
、
側
用
人
と
な
り
、
上
野
高

崎
(
五
万
石
)
を
領
有
し
、
城
主
に
ま
で
出
身
を
と

げ
、
家
宜
没
後
に
は
幼
将
の
家
継
を
補
佐
し
、
幕
政

推
進
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
徳
川
吉

宗
が
八
代
将
軍
と
な
る
と
、
詮
一
房
は
罷
免
さ
れ
越
後

村
上
(
五
万
石
)
に
転
封
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
こ
の
時
、
三
田
小
山
で
上
屋
敷
を
拝
領
し
た

の
で
あ
る
(
図
一
一
叩
。
そ
こ
で
こ
の
期
に
詮
一
房
が
江

戸
で
上
屋
敷
を
拝
領
し
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
芥
川
家
文

書
「
文
献
擦
ち
に
よ
れ
ば
「
御
屋
鋪
三
田
小
山

六
千
五
百
七
十
二
坪
毛
利
飛
騨
守
様
元
屋
鋪
享
保
二

年
二
月
二
日
御
拝
領
、
同
月
十
一
日
西
丸
下
ヨ
リ
御

移
、
前
年
五
月
十
六
日
御
役
御
免
ヨ
リ
此
日
マ
テ
旧

竹
内

鯖
江
藩
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
付

邸
ニ
ア
ラ
セ
玉
フ
、
当
時
ノ
御
優
待
コ
レ
ヲ
准
テ
奉

察
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
御
役
御
免
」
と
な
っ

た
詮
房
は
享
保
二
年
二
月
十
一
日
ま
で
旧
邸
(
西
丸

下
屋
敷
)
に
留
ま
り
、
そ
の
後
、
コ
一
回
に
お
い
て
屋

敷
を
拝
領
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
ま
さ

に
「
当
時
ノ
御
優
待
コ
レ
ヲ
准
テ
奉
察
ヘ
シ
」
の
言

葉
の
よ
う
に
、
特
異
な
例
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
=
一

回
屋
敷
は
図
二
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
古
川
」
の
東
、

二
の
橋
の
東
詰
か
ら
日
向
坂
に
面
し
、
近
く
に
は
綱

坂
が
あ
っ
た
。
古
川
に
架
か
る
「
二
の
橋
」
は
俗
に

「
間
部
橋
」
と
称
さ
れ
て
い
ら
間
部
家
の
屋
敷
が

あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ

、つノ。
弟E
坪3と
数字こ
~@ろ

なで
る、

記鯖
録江
を藩
の八
こ代
し藩
て王
い間
る部
。詮
こ実
のは
な「
か私し

祈き父?と I 変工機?森t「で
Z商品下t称i化げの (々大5三
し総古し'の大5た木?田
賜守2 て怪五木?り多&~言
ふ詮雪最2談fな ‘〈琴
、勝士恐i主一一り 中主じ 22

5idEJFz-t5L震
の夜やしりイ対宇夏均二
功く丹Z程巳て王ゅ九fmf

付trJFRtY
TThrけ票開7EiZ
りて ¥tL高i芋iさ
1法ほ禁既日苧霊;時し色
、く華;T同1瓜こ午、き穆3事
怪ii経;も邸2狸り木1々(九

き

こ

と

は

た

や

み

異
の
事
ハ
果
と
止
ぬ
」
と
し
て
い
る
。
他
家
か
ら
は

「
妖
怪
邸
」
と
称
さ
れ
周
辺
一
帯
が
恐
れ
ら
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
興
味
深
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
三
田
屋
敷
は
結
果
的
に
み
れ
ば
、
七
代
藩
主
詮
勝

の
時
代
ま
で
鯖
江
藩
の
江
戸
上
屋
敷
と
し
て
長
い
期

間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
三
田
屋
敷
は
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)

十
二
月
に
上
地
と
な
り
、
翌
十
一
年
一
月
、
代
地
と

し
て
江
戸
城
近
く
の
「
大
名
小
路
」
に
屋
敷
替
え
が

あ
っ
た
。
こ
の
一
帯
は
有
力
大
名
の
藩
邸
が
続
い
て

い
た
の
で
「
大
名
小
路
」
の
名
称
が
あ
る
。
こ
の
屋

敷
の
坪
数
は
五
0
0
0
坪
坪
余
で
、
前
掲
「
私
弟
坪

や

し

き

に

わ

せ

ん

す

い

り

ゃ

う

が

ん

数
」
は
「
こ
の
邸
、
庭
に
泉
水
あ
り
て
、
両
岸
に

ゃ
な
ぎ
た
い
ぼ
く

柳
の
大
木
あ
り
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、
鯖
江
藩
上
屋
敷
の
変
遷
は
以
下
に
み

る
よ
う
に
、
め
ま
ぐ
る
し
い
と
も
思
え
る
屋
敷
替
が

み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
天
保
十
二
年
(
一
八
四
ご

六
月
に
は
大
名
小
路
と
引
替
に
「
辰
之
口
」
で
屋
敷

を
拝
領
し
て
い
る
。
詮
勝
の
役
屋
敷
で
、
坪
数
は
四

0
0
0
坪
余
で
あ
っ
た
。

天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
七
月
に
は
辰
之
口
が

上
地
と
な
り
、
代
地
と
し
て
「
西
丸
下
」
で
屋
敷
を

拝
領
し
て
い
る
。
こ
の
屋
敷
も
詮
勝
の
役
屋
敷
と
さ
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れ
、
坪
数
は
四
0
0
0
坪
余
で
あ
っ
た
。
前
掲
「
私

や

し

き

に

わ

な

が

ヤ

む

き

弟
坪
数
」
に
「
こ
の
邸
、
庭
ひ
ろ
く
し
て
、
長
屋
向

お

ほ

い

け

け

い

し

ょ

く

セ
ま
し
、
大
池
あ
り
て
景
色
よ
し
」
と
あ
る
。
こ

の
屋
敷
の
拝
領
期
間
は
三
ヶ
月
半
と
い
う
短
い
期
間

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
は
西
丸

下
が
上
地
と
な
り
、
そ
の
代
地
と
し
て
「
常
盤
橋
門

内
」
で
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
る
。
「
間
部
家
譜
」
に

「
度
々
御
屋
敷
御
入
替
り
ニ
付
、
為
御
手
当
金
千
両

妻
子
宍
+
キ
ゼ
月
す
咽
一
問

晶
九
千
件
純
得
失
ゑ

プ骨骨

晶

晶

(図3)西丸下拝領長屋図

々

み

A 

すt

‘..~ト

被
遊
御
拝
領
候
L

と
あ
る
よ
う
に
、
頻
繁
に
屋
敷
が

入
れ
替
る
こ
と
に
対
し
手
当
て
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
常
盤
橋
屋
敷
の
坪
数
は
三
六
五
O
坪
余
で
あ
っ

た。
安
政
五
年
(
一
八
五
人
)
七
月
に
は
常
盤
橋
門
内

が
上
地
と
な
り
、
代
地
と
し
て
三
た
び
「
西
丸
下
」

で
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
る
。
坪
数
は
八
三
五
=
一
坪
で

あ
っ
た
。
こ
の
屋
敷
に
つ
い
て
前
掲
「
私
弟
坪
数
」

え
A包
b
h
z
'相川俊

者
汁
ふ
一
一
れ

坪鯖な屋最υ、きに
数江日敷め馬ばな「
L 藩 52はづ場ばるこ
にの章一ら二泉Zの
よ麿註般しケ水t邸;
る敷告にき所あ さ

とも巴遊事あり庭信
、本様興也りてひ
庭稿式の」て草b，
ににをたな、木Tミ
はお持めど湯ゅ多 1
池いつ趣と屋ゃし二
がても向記・(、
配引のをし蕎そ中信っ
さ用でこて麦ば略 ri
れしあらい屋ゃゴ円ま
、たっしる等iこ 弘

さ「たた。あの h 或5
ま私が骨広大り邸;ハ
ざ弟 、明大名 、に大E

4品

図

ρ
置

書

位

図
敷

革
屋

沿
回
外

桜

其
外
還

領

往

拝

内

力

月

府

1

3
御

間
同
げ
U

年一元延万凋
斗図
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ま
な
草
花
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
遊
式
庭
園

で
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

図一

h
u西
丸
下
の
屋
敷
に
お
け
る
長
屋
の
図
で
あ

る
。
具
体
的
な
規
模
は
わ
か
ら
な
い
が
、
二
階
建
て

の
四
間
長
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
屋
敷

に
は
常
府
の
者
と
、
国
元
か
ら
参
勤
で
出
府
し
、
一
、

二
年
で
帰
国
す
る
江
戸
詰
(
勤
番
土
)
の
別
が
あ
っ

た
が
、
多
く
の
藩
士
ら
は
こ
の
よ
う
な
長
屋
で
生
活

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

万
延
一
万
年
(
一
八
六

O
)
間
三
月
に
は
、
西
丸
下

の
屋
敷
が
上
地
に
な
り
、
代
地
と
し
て
「
外
桜
田
」

で
四
三
一
八
二
坪
を
拝
領
し
て
い
る
(
図
臨
)
。
こ
の

外
桜
田
屋
敷
は
、
元
治
二
年
(
一
八
六
五
)
三
月
に

上
地
と
な
り
、
「
西
久
保
切
通
」
に
屋
敷
を
拝
領
し

て
い
る
。
こ
の
西
久
保
切
通
の
屋
敷
が
鯖
江
藩
と
し

て
は
最
後
の
上
屋
敷
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
坪
数
は

五
人
一
四
坪
余
で
、
こ
こ
に
は
平
屋
の
住
宅
や
二
階

建
の
長
屋
、
そ
れ
に
土
蔵
が
六
ヵ
所
、
物
置
・
厩
な

⑮
 

ど
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
所
を
確
認
し
て
お

く
と
、
図
二
「
鯖
江
藩
上
屋
敷
(
コ
一
回
屋
敷
)
位
置
図
」

に
み
え
る
増
上
寺
の
西
に
位
置
す
る
水
野
(
越
前
)
家

屋
敷
の
一
部
が
後
に
鯖
江
藩
最
後
の
上
屋
敷
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鯖
江
藩
上
屋
敷
で
あ

竹
内

鯖
江
藩
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
付

っ
た
元
三
田
屋
執
と
は
比
較
的
、
近
い
場
所
に
位
置

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
鯖
江
藩
の
江
戸
屋
敷

の
う
ち
、
上
屋
敷
の
変
遷
で
あ
る
(
以
下
、
次
号
)
。

註①
大
名
屋
敷
は
上
・
中
・
下
屋
敷
と
も
頻
繁
に
移
動
が
繰
り

替
え
さ
れ
た
。
公
的
な
も
の
と
し
て
は
大
名
の
幕
府
に
お

け
る
役
職
の
異
動
に
よ
る
屋
敷
替
が
み
ら
れ
た
が
、
私
的

な
屋
敷
替
も
あ
っ
た
。
大
名
同
志
で
相
談
し
、
幕
府
の
許

可
を
得
た
う
え
で
屋
敷
を
交
換
す
る
ケ
I
ス
が
多
く
、
こ

れ
を
「
相
対
替
」
(
「
唱
替
」
)
と
呼
ん
だ
。
交
換
が
一
対
一
で

は
済
ま
ず
三
軒
の
場
合
は
「
一
二
方
替
」
、
四
軒
の
場
合
は
「
四

方
替
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
「
囲
い
込
み
」
は
、
隣
地
を

固
い
込
み
自
分
の
屋
敷
地
に
し
て
い
く
方
法
。

②
平
凡
社
『
日
本
史
大
辞
典
』
「
大
名
屋
敷
L

の
項
(
宮
崎
勝

美
氏
執
筆
)
。
な
お
加
賀
藩
の
上
屋
敷
本
郷
邸
に
つ
い
て
は

『
加
賀
殿
再
訪
』
(
二
0
0
0
年
六
月
、
東
京
大
学
出
版
会
)

な
ど
参
照
。

③
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
編
第
四
九
所
収
。
一
九
六
O
年、

東
京
都
編
。
「
江
戸
藩
邸
沿
草
L

に
は
越
前
・
若
狭
の
諸

藩
で
は
福
井
藩
と
鯖
江
藩
に
つ
い
て
の
み
「
藩
邸
沿
革
」

が
記
さ
れ
て
い
る
。

④
「
間
部
家
譜
」
鯖
江
市
旭
町
植
田
家
文
書
(
『
鯖
江
市
史
』

別
巻
所
収
)

0

⑤
「
亨
浄
院
様
御
実
録
」
鯖
江
市
旭
町
植
田
家
文
書
(
「
間
部

家
文
書
」
第
一
巻
所
収
)
。

⑥
「
間
部
家
文
書
」
は
鯖
江
市
長
泉
寺
町
鯖
江
市
資
料
館
蔵
。

「
鯖
江
落
日
記
」
、
「
従
江
戸
到
来
御
用
状
」
「
藩
校
教
科
書
」

な
ど
約
二
九
O
O
点。

⑦
『
江
戸
城
下
町
変
遷
絵
図
集
』
二
巻
(
一
九
八
五
年
、
原

書一房一)

③
前
掲
『
東
京
市
史
稿
』
「
江
戸
藩
邸
沿
革
」
。

⑨
「
従
江
戸
到
来
御
用
状
」
享
保
二
年
二
月
二
日
付
六
番
用

状。
⑮
三
田
屋
敷
に
つ
い
て
は
七
六
O
O
坪
説
も
あ
る
。

⑪
「
文
政
十
一
年
分
限
江
戸
大
絵
図
」
(
一
九
七
九
年
、

修
港
区
史
」
付
図
)
の
一
部
。

⑫
奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
芥
川
家
文
書
。

⑬
『
東
京
案
内
』
(
下
巻
)
一
九
O
七
年
、
東
京
市
役
所
発
行
、

東
京
市
史
編
係
編
。

新

⑭
鯖
江
市
旭
町
植
田
家
文
書
。
『
私
弟
坪
数
』
は
鯖
江
藩
邸

に
関
す
る
地
名
や
由
緒
を
記
し
た
も
の
。

⑮
白
幡
洋
二
郎
著
『
大
名
庭
園
』
(
一
九
九
七
年
、
講
談
社
)

参
照

⑮
旧
石
井
家
文
書
(
鯖
江
市
資
料
館
蔵
)
。

⑫
前
掲
『
江
戸
城
下
町
変
遷
絵
図
集
』
五
巻
。
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⑬
鯖
江
市
旭
町
植
田
家
文
書
に
よ
る
。

⑫
芥
川
家
文
書
「
文
献
綴
遺
」
で
は
、
元
三
田
屋
敷
に
つ
い

て
「
間
部
元
屋
敷
」
と
図
示
し
て
い
る
。
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